
グループホーム　ゆうかの里(1階)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○

松山市北条辻922番地3

自己評価作成日 平成25年9月30日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●法人代表者は、職員に、オ（おはよう）ア（ありがとう）シ（失礼します）ス（すみません）を「あいさつは魔
法の杖」と語り、自ら実行しながら導いておられる。
●外食でバイキング形式の食事を楽しまれた際には、普段ミキサー食で食事する利用者が、玉子焼き
等、柔らかい物をそのまま食べる様子も見られた。そのことがきっかけで食事形態を見直すことにもつな
がったようだ。
●天気のよい時には、近所の公園に散歩に出かけておられる。職員と一緒に図書館に出かけ、２週間ご
とに本を借りて帰る方がいる。図書館で本を探す時間が心地よい時間となっているようだ。又、地域のお
祭りを見に行かれたり、石手寺にお参りに行かれたり、道の駅までドライブを楽しまれることもある。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3890100427

施設内での勉強会や外出支援に力を入れており、理念である【愛】を基に、人間愛を持って利
用者一人ひとりがその人らしい生活が出来るよう取り組んでいる。又、６年目に入りワンステップ
上がった施設にしていきたい。

法人名 株式会社　ことぶき

事業所名 グループホーム　ゆうかの里

所在地

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

平成25年10月31日訪問調査日

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

評価完了日 25年　10月　1日

事業所名　 グループホーム　ゆうかの里

(ユニット名） １階

記入者（管理者）

氏　名 中川　寿文

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

管理者会議および職員会議等で、理念の共有について話し
合い、理念に基づいた介護の実践を行っている。

(外部評価)

法人理念「愛」のもと、法人代表者は「人間愛、やさしさを原
点にして、職員、利用者、ご家族、地域の方々が支え合う人
間関係を作るように」と、日頃から職員に話されている。事業
所理念は「本当に安心できる家庭的なグループホームを目
指します」「私達は入居者の生活と健康を第一に考え介護し
ます」「私達は他では受けられないその人らしさの介護サー
ビスを目指します」とつくり、法人理念とともに玄関に掲示さ
れている。職員は、法人理念の付いているユニホームを着て
ケアに当たっておられる。

(自己評価)

地域の行事にも積極的に参加している。3月には新開集会
所てにてボランティアの方の応援を得て、Tさんの106才の誕
生日会を行う。特に今回は愛媛新聞にも大きく掲載されて地
域の方々にも知ってもらう事が出来ました。地域の清掃、幼
稚園児の通園バスの乗り降りの場所として母親とも毎朝の挨
拶や会話をしている。

(外部評価)

幼稚園児が来てくれて、歌や踊りを見せてくれたりゲームを
利用者と一緒に楽しみながらふれ合う機会がある。中学生の
体験学習時には、利用者と一緒に折り紙をしたり、お好み焼
きを作ったりして楽しい時間を過ごされた。秋祭りには、神輿
が事業所に来てくれ、見物したり一緒に写真を撮ったりされ
た。市民大清掃には管理者が参加して、地域の方達と一緒
に公園の草刈等をされている。集会所をお借りして、100歳
を超える利用者の誕生会を開催した時には、地域のボラン
ティアの方が舞踊や伊予万歳を披露してくださった。区長の
方や民生委員が地域の方に声をかけてくださり、40名ほどの
参加があり、一緒に祝ってくださった。

(自己評価)

地元の小、中学校等の訪問を積極的に受け入れ、子供たち
の福祉・介護の理解や認識を学習してもらっている。又、運
営推進会議の時に事業所の状況等を区長さん、民生委員さ
ん、包括、市役所、家族代表さんに伝えてアドバイスを受け
ている。

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

２か月ごと、運営推進会議を行い、地域出席者にホームの状
況や取り組んだ事などを伝え、その感想やアドバイスを活か
してサービスの向上に努めている。

(外部評価)

会議には、地域の区長や民生委員の方、ご家族に参加いた
だいている。事業所からは現況報告を行い、感想や意見をう
かがっておられる。議題により、消防署の方や交番の方の参
加もお願いされている。法人代表者は「今後、テーマを決め
て会議を行い、利用者のためになるような会議にしたい」と話
されていた。会議議事録は、玄関に置き、出席が難しいご家
族にも見ていただけるようにされている。

(自己評価)

市役所の担当者や地域区長・民生委員と連携を密にして、
普段から協力やアドバイスを得ている。

(外部評価)

運営推進会議に、市の担当者や地域包括支援センターの
方が出席され、夏場には「熱中症に気をつけるように」「水分
補給をすることや室温管理に気をつける」こと等のアドバイス
をいただいた。インフルエンザやノロウイルスが流行する時
期には、注意点等を知らせてくれている。

(自己評価)

毎回の職員会議や勉強会・カンファレンス等で代表者の話
しや管理者の話しで、全ての職員が身体拘束について充分
理解しており、日常生活の中で拘束の無い介護に努めてい
る。又、前回の市役所立入指導においても良く取り組まれて
いるので現状を続けて下さいと言われました。

(外部評価)

内部研修時に身体拘束について勉強されている。新人職員
研修時には、管理者がより具体的に説明して、身体拘束をし
ないケアの実践に取り組まれている。調査訪問時、玄関は、
利用者が自由に出入りできるよう開放されていた。ひとりで出
かけていく利用者には、止めることなく職員が後からついて
行き、あとで他職員が車で迎えに来る等して、利用者が納得
いくような支援に努めておられる。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

身体拘束と同様に、職員会議やほかの会議、カンファレンス
等で虐待防止について話し合い、虐待が見過ごされることの
無いよう徹底している。又、前回の市役所立入指導において
も良く取り組まれているので現状を続けて下さいと言われま
した。

(自己評価)

7月頃から成年後見人の新規手続きで司法書士の方との会
話、提出書類等で経験した事を職員間で話し合い、勉強も
した。今後、家族等にも理解を得るように対応している。

(自己評価)

入居の時点で家族さんには、入居の為の契約書等によって
充分に説明をして理解して頂き、疑問点や不安に対する質
問に対してもより詳しい説明によって理解・納得をしてもらっ
ている。

(自己評価)

意見や苦情・不満がある場合は、直ちに職員間で話し合い
を行い、出来る範囲内で運営に反映させている。又、１階玄
関には家族さんほか用で意見箱を設置している。

(外部評価)

ご家族来訪時、対応した職員は、対話内容やご家族からの
情報を「面会時対応記録」ノートに記録して職員間で共有さ
れている。毎月のご家族への送付書類とともに、利用者個々
の担当職員からの近況報告を同封されている。今年度中に
は、利用者の写真やコメントの入った「事業所たより」を発行
する予定で準備されている。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

職員会議やカンファレンス、又、管理者会議等で意見交換
をして、より良い介護が出来るよう努力して施設の運営にも
反映させている。

(外部評価)

月一回、職員全体で会議を行い、話し合いをされており、全
員が必ず発言することになっている。記録の仕方、食パンの
切り方、排便量の記入の仕方等、話し合いながらケアや業
務の仕組みを作っておられる。

(自己評価)

他の施設やホーム等の状況を聞いたり、職員個々の雇用条
件にも不満が出ない職場作りに努めている。

(自己評価)

各外部研修への積極的受講、さらにその受講者が社内勉強
会において内容報告と併せて勉強会を行って各個人個人
のレベルアップを図っている。

(自己評価)

他の施設との交流を兼ねて管理者の訪問や、職員の見学や
ミーティング参加等させてもらい相互間の質の向上に努めて
いる。

(自己評価)

入居相談があれば現状説明や状況の報告をして、不安や
要望等を把握して、安心して入居出来るように努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入所当初は、経験豊富な職員が対応に当たり、家族さんに
大きな不安を感じさせない安心出来るよう説明を充分にして
いる。

(自己評価)

入所当時は、生活に慣れない不安が有ると思われるので、
ゆっくりとした本人の性格等をしっかり把握して介護するよう
に努力している。

(自己評価)

入居者全員が安心して、不安のない日々が過ごせるよう、ま
た利用者全員が仲良く暮らせるよう努力している。

(自己評価)

家族も第二の介護者という気持ちを持って、協力やつながり
を何時も持てるよう情報交換をよくしている。

(自己評価)

入居前の生活状況を充分に把握して、入所後の生活環境
が急に変わることの無いようにして、本人の知人や家族の来
ホームをお願いしている。又、お墓参り希望者には家族さん
が同行して行く事も有りました。

(外部評価)

入居前から利用されているデイサービスを継続して利用して
いる方がおられ、職員が送迎して支援されている。又、馴染
みの美容院を続けて利用できるよう、送迎されているケース
もある。長年会っていない県外に住む親を訪ねて行くことを
支援されたこともある。さらに親が亡くなられた後は、職員が
同行してお寺参りできるよう支援された。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者同士、共有のホールやレクレーションを通じて仲良く
して頂き、気の合う方が有れば、カラオケや話し相手として親
しみがわくように努めている。

(自己評価)

事情があって退所された後も、家族から様子や状況等の情
報を知らせて頂き、いつまでも縁をつないでいる。

(自己評価)

本人がどうしてほしいのか、何を望んでいるのか等を、日々
の関わりの中で現状把握をして日常の介護に取り入れてい
る。

(外部評価)

入居時には、利用者とご家族に事業所で生活する上での希
望や意向をお聞きしている。体を動かすことを好み、世話好
きな方には自室のモップがけや洗濯物たたみ、プランターの
水遣り等、活躍できる場作りを支援されている。

(自己評価)

入所時、本人に生い立ちや今までの生活状況をお聞きした
り、家族に本人の生い立ちや現在に至るまでの状態を得て、
一人ひとりのサービス向上に努めている。

(自己評価)

利用者の以前の生活をよく知った上で、現状の日々の介護
記録によって１日の生活パターンの把握に努めている。

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月カンファレンスを開き、まずそのれ容赦の職員担当者が
介護計画を発表して、全職員が意見やアイデアを話し合い
その後ケアマネが纏めて職員全員が共有している介護計画
を作成している。

(外部評価)

介護計画は、ケアや暮らしの希望について、担当職員が利
用者やご家族にうかがい案を作り、職員会議で話し合ってケ
アマネジャーが作成されている。ケアマネジャーは、日々の
記録をもとに計画の進捗状況を確認して、3ヶ月毎で評価し
て計画の見直しにつなげておられる。

(自己評価)

生活の状態によってプランの変更があれば、見直しも考えて
全職員が共通のプランで介護出来るように努力している。

(自己評価)

本人の生活状況や身体状態をみて、変更や見直しの必要
がある時には随時に柔軟な介護対応をしている。

(自己評価)

地元の公民館行事に参加、保育園児との交流や地区で催し
ているイベントに参加したり、当ホームでの消防署員を招い
て消火訓練等に参加案内をして地域密着のホームとして取
り組んでいる。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月２回かかりつけ医師の往診を受けている。又、異常発生
時には掛かり付け医師に連絡後受診して指示を受けていま
す。又、家族の要望によって専門医(皮膚科・眼科等)の受診
もしています。

(外部評価)

協力医が月に２～3回往診に来てくださるようになっている。
皮膚科、循環器科、心療内科等の受診は、職員が同行して
受診できるよう支援されている。緊急時は、ご家族に電話連
絡して職員が同行し、病院でおち合うようにされている。

(自己評価)

訪問看護センターと契約して、毎週木曜日に訪問して、個々
の利用者と面談や測定をして異常があれば職員への指示、
また場合によってはかかりつけ医師への連絡をして頂いてい
ます。

(自己評価)

入院時には職員が立ち会い、家族にも連絡して現地病院で
待ち合わせをしてDrの指示や入院状況・退院予定などを伺
い、２週間を目処に部屋の確保をしている。又、担当職員ほ
か、入院中に病院へ様子を見に数回訪問して状況を報告し
ている。

(自己評価)

終末になれば、家族とも連絡を密にして、それなりの対応を
している。最終的には家族と病院に同行して入院となってい
るが、現状では、職員の勉強や外部講習などを積極的に受
講、看取りがスムーズに出来るようにしていきたい。

(外部評価)

これまでに事業所で看取りを支援した事例はないが、現在、
利用者やご家族の中には「最期まで事業所で過ごしたい」と
思っている方も複数おられるようだ。今後、11月の北条地区
地域密着型サービス連絡会の勉強会では、事業所が担当と
なっているため、看取り・ターミナルケアをテーマに取り上げ
て、他事業所の現状等をお聞きし、事業所の看取りの指針
作りに取り組みたいと考えておられた。又、決まり次第、家族
会にて説明したいと話しておられた。

終末期のあり方については、利用者やご家族の希望に沿っ
た支援に取り組めるような体制作りをすすめていかれてほし
い。チームで協力し合って利用者を支えていけるよう、勉強
する機会等も作っていかれてほしい。

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

急変時や事故発生時にはかかりつけ医師の指示、訪問看
護師の指示等を受けて対応して、かかりつけ医師の往診依
頼、受診、救急搬送等をしている。社内研修、外部研修も緊
急時対応のテーマについては積極的に受講している。

(自己評価)

消防署職員に来て頂き、消火訓練や避難訓練を火を使うの
が多い１１月頃に予定計画している。推進会議等でも地域の
人への協力も依頼している。先日は南海大地震による津波
警報を想定して、津波からの避難訓練を行い２階誘導に掛
かる時間も期待できるもので有った。

(外部評価)

年2回、火災を想定して消火、通報、避難訓練を実施されて
いる。消防署の協力や地域の区長、民生委員の方にも参加
していただいた。4月には事業所独自で、「地震発生から津
波警報が出た」ことを想定し、１階にいる利用者を2階へ誘導
する訓練も行ってみられた。11月には、小学校で行われる地
域の防災訓練に、職員と利用者が参加される予定となって
いる。

(自己評価)

個人個人の性格や、今までの生活を把握して、人格を尊重
しながら本人の納得される対応や声掛けをしている。又、会
話やトイレ誘導の声掛けも他の利用者に分らないよう、対応
している。

(外部評価)

法人代表者は、職員に、オ（おはよう）ア（ありがとう）シ（失礼
します）ス（すみません）を「あいさつは魔法の杖」と語り、自ら
実行しながら導いておられる。居室での使用後の排泄用品
等の処理について、配慮が必要と感じられるような点もある。

事業所理念の実践に向け、さらに職員の日々のケアや対応
について、職員同士で点検や確認する機会を作ったり、時
には、ご家族や運営推進会議時を活かして、意見をうかがう
ような機会を作ってはどうだろうか。

(自己評価)

利用者本人の希望や要望があれば、出来る限り希望や要望
がかなえられるように支援している。

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

特定非営利活動法人　JMACS



グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

日々の服装については、本人の希望を聞き対応している。
又、個々ペースや気持ちを大切にして、その人の希望に
沿った支援をしている。

(自己評価)

利用者の服の好みを把握して、着替えをする時には、いろ
いろおしゃれについて話したり、ある時には服の補修をした
りしてコミュニケーションを取っている。又、２か月に一度理容
店来ホームで散髪をしている。

(自己評価)

毎月１回から２回程度、普段のメニューとは違った別メニュー
を選んで当日のメニューとして喜んでおられます。食事準
備、食器の片付け等を手伝って頂き、併せて職員は食中毒
を出さないよう、気をつけて調理している。

(外部評価)

食事は、業者からできたものが届くようになっており、事業所
で温めて配膳されている。月３回は手作りする日を設け、利
用者の希望を聞き作っておられ、お寿司やカレーの希望が
多いようだ。利用者の誕生日には、ケーキを手作りしてお祝
いされている。外食でバイキング形式の食事を楽しまれた際
には、普段ミキサー食で食事する利用者が、玉子焼き等、柔
らかい物をそのまま食べる様子も見られた。そのことがきっか
けで食事形態を見直すことにもつながったようだ。調査訪問
時の昼食後は、利用者が各自でお膳を台所の棚まで下げて
おられる様子がみられた。

(自己評価)

食材は外注しており、栄養バランスも充分考慮している。水
分量も１日２０００㏄を目標にして個々にそのままのお茶や
ジュース類、又トロミをつけたりして飲んでもらっている。介助
の必要な利用者には職員が介助にて対応している。

(自己評価)

毎食後、各自食器を下げてくれるので、その時、声掛けをし
て自分で出来る人は自分でして頂き、介助の必要な人には
職員が介助している。又、口腔ケアは個人別介護記録にも
記入して残している。

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

昼間は、その人の排泄パターンにより定期的にトイレ誘導し
て、自力で排尿・排便をしてもらっています。自力で出来な
い利用者はおむつをしているが、排泄の声掛けは定期的に
している。

(外部評価)

職員は、利用者の排泄パターンを探り、早めの声かけや誘
導にてトイレで排泄できるよう支援されており、入居時、おむ
つを使用していた方も、使用が減り、状態が改善しているよう
な事例も複数ある。

(自己評価)

定期的に運動をしたり、散歩をしたりしている。又、場合に
よってはヨーグルト等の乳製品を食事に付けたりしている。
入浴時に腹部マッサージなども行っている。

(自己評価)

原則１日ごとの定期入浴をしているが、その時の状況によっ
て続けて入浴されたりしている。夏季は特に本人からの入浴
希望が有れば随時入浴やシャワーして頂くように努めてい
る。

(外部評価)

一日おきに入浴できるよう支援されている。外出から帰って
来られたらシャワーを浴びる方もいる。100歳を超える利用者
は、ご本人が「しんどい」と言われる時は、無理強いせず体
調の良い時をみて入浴できるよう支援されている。入浴剤を
入れたり、お孫さんからもらったお風呂用のアヒルのオモチャ
を浮かべて入浴する方もいる。

(自己評価)

昼夜逆転にならないよう、日中はホールで過ごしたり、１階へ
の用事に職員と移動したり、散歩に誘ったりして過ごされて
います。夜間の見回りは就寝の妨げにならないよう静かに周
り、時間も２、３時間ごとにしている。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

特定非営利活動法人　JMACS



グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

日々の投薬は職員が管理している。往診時に薬が変更に
なった場合は、随時、処方箋で確認している。又、実際に飲
んだか飲まなかったかを確認して誤薬がないよに確認を完
璧にしている。

(自己評価)

本人の趣味に応じたものがあれば職員と一緒にして頂き、そ
の中から以前の生活や昔の事を思い出してもらっている。そ
の中から職員が以前の生活状況や嗜好品等を聞き出し、支
援に活かしている。

(自己評価)

天候、時間帯で散歩をしたり、買い物に行ったりしている。

(外部評価)

天気のよい時には、近所の公園に散歩に出かけておられ
る。職員と一緒に図書館に出かけ、２週間ごとに本を借りて
帰る方がいる。図書館で本を探す時間が心地よい時間と
なっているようだ。又、地域のお祭りを見に行かれたり、石手
寺にお参りに行かれたり、道の駅までドライブを楽しまれるこ
ともある。以前、奥道後の「菊花展」に行かれた方は「もうそろ
そろ菊花展じゃろ。また行きたいね」と希望があるようだ。

利用者個々の行きたいところや懐かしい場所、やってみたい
こと等も探り、支援につなげていかれてほしい。さらに、利用
者の生活の場が地域に広がっていくような支援に向けて、
チャレンジしていかれてほしい。

(自己評価)

原則としてお金は家族に管理してもらっている。本人の希望
があれば職員と一緒に買い物に行き好きな物を買われたり
して楽しまれています。金銭管理は領収書によって翌月、家
族に請求している。

(自己評価)

本人がダイヤル出来ない時には、職員が変わってダイヤル
して、家族や相手が出たら本人に代わって話しをされる。手
紙も書ける利用者には書いてもらって出しています。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

特定非営利活動法人　JMACS



グループホーム　ゆうかの里(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

日中は、ラジオやCD等の音楽を主として、時代劇ほか見た
い番組があればTVも見られる。季節ごとに掲示物や飾り絵
を変えている。又、行事によって花や七夕かざりを職員と一
緒に作成したりして、時間の流れや季節感が分るように工夫
している。

(外部評価)

居間の窓ガラス面には、紙で作ったとんぼともみじの飾りを
付けておられた。テーブルや洗面所には、菊の花を飾って
おられ、中学生と作った「柿」と「ぶどう」の作品は、会話の
きっかけとなっていた。玄関先に置かれた花のプランターは
利用者が水遣りをされている。カラオケの設備があり、利用
者は時々楽しまれているようだ。居間の壁には、行事時の写
真を掲示しておられ、敬老会時にカラオケを楽しんでいる利
用者の写真も飾られていた。

(自己評価)

ホールでは気の合った同士が会話されたり、ゲームをされた
りして過ごされている。又、一緒に買い物に行かれたりされて
いる。利用者によっては、歌番組を見られたり、のど自慢を
見られたり、時々カラオケなどもされている。

(自己評価)

過去に大切にされていた物とか、本人が気に入っている物と
かを自室内に置かれたり、家族から本人の使いなれた物とか
も持ってきて頂き、自室に置いて本人が居心地よく過ごせる
ように工夫している。

(外部評価)

各居室には、敬老会の折りに、担当職員から贈ったお祝い
のメッセージが飾られていた。ご自宅から持ち込まれた鏡台
を使って毎日化粧する方や、時々、仏壇に手を合わす方も
いる。体重計を持ち込み、時々ご自分で体重を計る方もい
る。かたいベッドを好まれる方は畳ベッドを使用されていた。

(自己評価)

本人が出来る事を活かして、自立した生活が送れるよう工夫
しているる。毎日の手伝いの中から、もっと出来る事を増やし
て、さらに自立を目指した生活が送れるよう工夫している。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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